
（別紙）

市町村名 与那原町

その他（　　）実施方法

事業実施
年度

年度
該当箇所

事業内容
仮設倉庫に一時保管している与那原大綱曳関連備品等の適切な保管、大綱の資材となる藁の保管及び綱つくり作業場となる倉
庫を建設する。

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 大綱曳倉庫作業場整備事業

平成

28

■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □

沖縄２１世紀ビジョン

事業期間中の
成果目標

実　績
倉庫建設予定地購
入にかかる事業認
定手続き

H29年度

・用地取得　２，２９９㎡
・建設基本・実施設計

目　標 ・用地取得2,299㎡
・建設基本・実施設計

成果目標（指標）

進捗状況

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

倉庫建設予定地購入にかかる事業認定手続
き

目　標
倉庫建設予定地購
入にかかる事業認
定手続き

実　績
大綱曳倉庫・作
業場の建設完了

大綱曳倉庫・作業場の建設工事の実施

目　標
大綱曳倉庫・作
業場の建設

実　績 ・用地取得2,299㎡
・建設基本・実施設計

執行状況の説明
Ｈ25年度分46,250千円を平成26年度にそのまま繰越。平成26年度は5,000千円を予算計上し3,229千円を執
行。Ｈ２７年度は事業なし。平成28年度は184,700千円を計上し、72,370千円を執行。残りの112,330千円をＨ29
年度に繰越し、H29年度は106,980千円を執行した。10,195千円は入札残等である。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

実　績
倉庫建設予定地購入
にかかる事業認定手
続き

実　績 ・用地取得2,299㎡
・建設基本・実施設計

倉庫建設予定地購入にかかる事業認定手続

目　標
倉庫建設予定地購入
にかかる事業認定手
続き

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H25年度

合計

Ａ．予算現額

天候に左右されない綱作りの実施、綱作り作
業道具の一元管理

目　標

天候に左右されない綱作
りの実施、綱作り作業道
具の一元管理

実　績

天候に左右されない綱作
りの実施、綱作り作業道
具の一元管理が可能と
なった

225,755

Ｈ２８年度

執行率（％）(B/A) 93.4% 64.6% 97.1%

46,250 5,000 184,700

Ｂ．執行済額 43,176 3,229 179,350

うち
交付金充当額

34,541 2,583

担当部課名

基本計画該当箇所

沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）

235,950

95.7%

143,480 180,604

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度

観光商工課

第３章－３－（２）－（イ）

市場特性に対応した誘客活動の展開

～
平成

25

・用地取得　２，２９９㎡
・建設基本・実施設計

目　標 ・用地取得2,299㎡
・建設基本・実施設計



（別紙）

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

実　績

成果目標（指標）

中期にわたる事業効果
後年度に発現する事業効果

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度
R4年度

目標/発現年度
□
■

達成／進捗状況

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

【Ｒ１年度】
・アンケート調査を行い、施設が完成してどう変わりましたか？の質問で９６％の方が「道具などの保管が一箇所になった為、綱曳の準備
や片づけがスムーズになった」と回答した。この回答により、８０％以上の方が利便性が確保されたと判断できる。

【H30年度】
・天候に左右されない綱作りの実施、綱作り作業道具の一元管理が可能となった。その他、綱曳に関する作業においても今までとは比べ
物にならないくらい、作業の効率が上がった。しかし、アンケートの内容等を決定し精査することができなかったため、アンケート調査がで
きていない。

「与那原大綱曳関係団体にア
ンケート調査を行った結果、
「施設が完成しての変化」につ
いては96％の方が「道具など
の保管が一箇所になった為、
綱曳の準備や片づけがスムー
ズになった」と回答したことか
ら、施設整備により利便性が向
上したことが検証できた。」

本事業により整備した倉庫について、利用団体へのアン
ケート調査を実施し、利便性が確保されたか（８０％以
上）を含め、アンケート調査により本事業のあり方を検証
する。

目　標

○本事業により整備した
倉庫について、利用団体
へのアンケート調査を実
施し、利便性が確保され
たか（８０％以上）を含め、
アンケート調査により本事
業のあり方を検証する。

○本事業により整備した
倉庫について、利用団体
へのアンケート調査を実
施し、利便性が確保され
たか（８０％以上）を含め、
アンケート調査により本事
業のあり方を検証する。

○与那原大綱曳まつり実
行委員会各係の施設利用
や藁の安全な保管、道具
等の一元管理は可能と
なった。アンケート調査は
内容の精査等準備不足で
実施することができなかっ
た。

【H30年度】
・天候に左右されない綱作りの実施、綱作り作業道具の一元管理を目的に建設された「大綱曳倉庫作業場」であるが、綱曳の魅力・施設の活用を町内
外に発信していくために施設を利用して「綱曳写真展示会」や「綱曳衣装展」など「与那原大綱曳まつり実行委員会」のみなさんからの意見を聞きながら
施設の新たな活用を考えていきたい。また、「よなばる観光まちづくりネットワーク」とも連携を取りながら施設を利用しての体験型プログラムが作成でき
ないか協議していく。

【　年度】
・

【Ｒ１年度】
・「支度衣装展（支度とは⇒綱の上に乗る歴史上の人物）」や「綱曳写真・綱曳ポスター展示会」の開催など施設の新たな活用を検討していく。
・アンケート調査で「与那原大綱曳をもっと知ってもらうために、大綱曳倉庫の今後の活用法についてご提案があれば記入して下さい。」という問に「綱作
り体験教室等の開催」や「小学校の綱を作り換える際にＰＴＡだけの呼びかけではなく一般の方にも呼びかけて、綱作り体験をして興味を持ってもらう」な
どの意見があり、今後は、与那原大綱曳実行委員会や学校関係者とも連携をとり、与那原町が誇る伝統行事である「与那原大綱曳」を盛り上げるため、
大綱曳倉庫の有効的な活用を検討する。

【　年度】
・

【　年度】
・

【Ｒ１年度】
・大綱曳倉庫が完成したことにより、点在していた綱曳関係道具の一元管理
が可能となり、藁を長期間保管できるようになった。今までは７月に収穫され
る稲藁を購入していたが、２月に収穫される２期作の稲藁も購入する事が可
能となり、不作の影響を受けにくくなった。

【H30年度】
・施設が完成したことにより、藁の搬入や点在していた綱曳関係道具の一元
管理が可能となった。また、各行政区綱作りの場所として施設を開放してい
るため、地域行事の憩いの場としても使用されている。しかし、目標で掲げた
利用団体へのアンケート調査が実施できていない。

【　年度】
・

【Ｒ１年度】
・大綱曳に使用する道具や資料の展示、大綱の展示など、見て・触れて、
伝統行事である「与那原大綱曳まつり」を学習できるような、展示方法を検
討し、令和２年度には実現できるように協議を重ねる。

【H30年度】
・新しい施設であるため、場所やアクセス方法が「わからない」等の問合せ
がある。広報誌や町のポータルサイトを活用しながら広く町民に紹介して
いく必要がある。アンケートに関しても内容を精査し、次年度には実施す
る。

状
況
説
明

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

映像編集の完了

実　績 完了

目　標 完了

実　績

実　績 実施

移民した町民の思い、２世、３世等の感想等
の編集

目　標 実施

戦前・戦後の与那原町移り変わりの映像編集

目　標 実施

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

実　績 実施

与那原大綱曳や軽便鉄道などの「今・昔」映
像編集

目　標 実施

実　績 実施

100.0%

うち
交付金充当額

5,298 5,298

執行状況の説明 プロポーザルを実施し、計画的な執行ができた。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 6,623 6,623

Ａ．予算現額 6,623 6,623

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

事業内容
与那原町の戦前、戦後の移り変わりや、与那原大綱曳などの伝統文化、軽便鉄道などの歴史を映像にまとめ、与那原町の生い
立ちや発展した現在の街の様子を町内外に発信する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－３－（２）
30 30 該当箇所

担当部課名 総務課
事業実施
年度

平成
～

市町村名 与那原町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 与那原町の文化と歴史の情報発信事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－１－（４）－エ

基本計画該当箇所 文化の発信・交流



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
・文化や歴史の教育に生かすため、教育委員会と連携を取り、映像の活用に取り組む。
・町ホームページ、フェイスブック、YONABARUNAVI等の町が持っているデジタルコンテンツを最大限生かすと共に、OCN（沖縄ケーブルネットワーク）が
放送している地域コミュニティ－チャンネル（テレビにらい）などのメディアツール等も活用して、映像の発信、認知度向上を図る。
・QRコード等を活用し、映像にアクセスしやすい紹介方法をとることで、周知の強化を図る。
・視聴数を確実に計上するために、映像貸し出し時にアンケートの実施を要件にすること盛り込む。
・町外や県外、海外へも発信できるように、フェイスブック等の様々なツールを活用し、視聴回数の向上を図る必要がある。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R1年度】
・映像へのアクセス件数は、YouTubeでの視聴が合計302回視聴と少ないこ
とから、インターネット上での視聴推進に課題があると思われる。
・町内の各種イベントに映像を貸し出したが、アンケート回答を任意にしてい
ないことや、街頭ビジョンでの視聴など、アクセス件数に跳ね返っていない視
聴数がある。中でも東浜大型電光掲示板は、与那原大綱曳まつり（約6万
人）、沖縄100Kウルトラマラソン（県内外から約700人）等大規模イベント会場
に隣接しており、相当数の視聴があったと見込まれる。
・在アルゼンチン沖縄県人会長のラファエル・カナグスク氏が来町した際に、
DVDを寄贈した。インターネット環境が無い場所でも映像を見ることができる
ため、県人会長からは好意的な受け止めがあった。
・年度末に映像試写会を予定していたが、新型コロナウイルスの感染拡大防
止から実施できなかった。
・アンケートは合計174件回収しており、その結果から町の歴史民俗に対する
理解促進に効果的な映像であると思われる。

【R1年度】
・アクセス数に反映されていない視聴者数を把握する必要がある。
・インターネット上の視聴を伸ばすために、映像のPRやアクセス方法の紹
介に努める必要がある。
・アンケートの結果から、町の文化や歴史の理解促進に寄与することが期
待されるため、より幅広い活用を模索する必要がある。
・町内での映像放映以外にも、映像を活用できる方法を模索する必要が
ある。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【R1年度】
・映像へのアクセス件数は、476件となり目標を下回っている。
・町の歴史民俗に対する理解についてのアンケート結果は、87％となり目標を達成している。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

80%

実　績 87% 87%

町の歴史民俗に対する理解が深まったか
（アンケートの実施）

目　標 80%

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R1年度

3000件

実　績 476件 476件

R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

映像へのアクセス件数

目　標 3000件



実　績
設置場所の
決定

電光掲示板の活用に向けた課題の抽出

目　標
設置場所の
選定

実　績
実施設計
完了

実施設計の完了

目　標
実施設計
完了

作成完了

観光情報コンテンツ作成の完了

目　標 作成完了事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

Ｈ29年度 Ｈ30年度 R1年度 R2年度 R3年度

大型ビジョン設置の完了

実　績 設置完了

目　標 設置完了

実　績

実　績 実施設計

実施設計の着手

目　標 実施設計

観光情報コンテ
ンツ制作委託
の実施

大型ビジョン用観光プロモーションビデオ制作
委託

目　標
観光情報コンテ
ンツ制作委託
の実施

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

Ｈ29年度 Ｈ30年度 R1年度 R2年度 R3年度

実　績
大型ビジョン設
置整備工事の

実施

大型ビジョン整備工事

目　標
大型ビジョン設
置整備工事の

実施

実　績

99.2%

うち
交付金充当額

3,179 48,861 52,040

執行状況の説明
・Ｈ29年度の46千円については詳細設計委託の入札残などによるものである。
・Ｈ30年度については工事の入札残により、3,422千円を減額した。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

Ｈ29年度 Ｈ30年度 R1年度 R2年度 合計

Ｂ．執行済額 3,974 61,077 65,051

Ａ．予算現額 4,020 61,578 65,598

執行率（％）(B/A) 98.9% 99.2%

事業内容
　東浜地区の中心に大型電光掲示板を設置し、来訪者や町民に本町のイベントや観光スポット、特産品等を紹介する情報を発信
することで観光誘客を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
29 30 該当箇所

担当部課名
公共施設課
観光商工課
総務課

事業実施
年度

平成
～

市町村名 与那原町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 与那原町大型ビジョン活用事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－（２）－（ウ）

基本計画該当箇所 観光客の受入体制の整備



目　標

【R１年度】
・主要観光施設の来場者数の目標値90,000人を達成しており、効果が適切に発揮されてい
る。
・文化と歴史の情報発信事業映像（約9分）、沖縄国際映画祭地元CMコンテスト応募作品映
像3点（1本約30秒）の放映や、兄弟節、クリスマスイルミネーション点灯式など各種イベント
全般の告知を行うことで本町をアピールしている。

・魅力的な観光情報コンテンツの種類を増やし、飽きさせない工夫が必要である。
・年間を通して多様な告知を行うための本町関連動画の確保に課題がある。
・本町を題材としたPR映像を流すことで、本町の魅力を県内外の方にどのように効果的に伝
えることができるかが課題である。
・維持管理費の負担が課題である。

【R１年度】
・本町の魅力発信のための、映像、動画を定期的に更新する必要がある。
・与那原大綱曳まつり（約6万人）、沖縄ウルトラ100ｋマラソン（県内外から約700人参加）
など大きなイベントから町民平和の日、兄弟節大会など小さなイベントなどを町外からの
来訪者へ本町の魅力として効果的にどのように伝えるか検討する必要がある。
・維持管理費の財源確保策として企業広告による収入源が期待できる。そのためにも企
業側への認知度を広める必要がある。

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【Ｒ１年度】
・これまでに作成した動画、映像以外に新たな観光情報コンテンツの種類（例：与那原町イメージキャラクタープロモーション映像など）を増やし、飽きさせない工夫を行
う。
・本町の魅力を発信するために制作した映像、動画を各種イベント実施に合わせて放映するなど、効果的にアピールしていきたい。
・企業から広告映像を募集し、維持管理費を捻出する仕組みを検討する。

状
況
説
明

【R1年度】
・与那原町の主要観光施設の来場者数は124,128人となり、目標を大幅に上回っている。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

主要観光施設来場者数

目　標 90,000人

実　績 124,128人


